
主題名 「 ２つの教材から考える『よりよい生き方』とは 」（第５学年 ）

■本時の概要

■ユニット学習の目標
２つの教材を用いて「よりよい生き方」について多面的・多角的に考えを深める活動を通して、正直な心の大切さや自らの信念に従っ
て自律的に判断し、実行することの大切さについて理解を深め、自分自身にとってのよりよい生き方について様々な視点から追求してい
こうとする態度を育てる。

■本事例のポイント
１.クラウド環境を整えることで、児童がお互いの学習状況を把握し、自ら進んで友達と意見交流を行えるようにした。
２.オンラインホワイトボードを活用し、他者参照を通した多面的・多角的な学びの実現を目指した。

令和７年度 教育課程研究会 【小学校 道徳 実践事例②】

■ユニット学習の指導計画（２時間）
第１時
「うばわれた自由」
・「本当の自由」について自分の考えをも
ち、友達との意見交流を通して考えを
深める。

第２時
「手品師」
・「誠実な生き方」について自分の考えを
もち、友達と意見交流をしながら考えを
深める。
・単元の目標である「よりよい生き方」につ
いて、２時間の学習で扱った「本当の
自由」と「誠実な生き方」を踏まえて、自
分の考えをまとめる。

オンラインホワイトボード上には、児童一人ひとりの考えの他に、学習の流れ・ルーブ
リック・「問い」をもつためのヒント・その他資料へのリンクが用意されています。

学習課題:誠実な生き方について考えよう。

①教材を読み、学習課題である「誠実
   な生き方」に関わる「問い」を自分
   自身で考える。

②「問い」に対する考えをオンラインホワ
   イトボードにまとめた児童から、自主
   的に友達と意見交流を始める。

③友達との意見交流で学んだことを
   オンラインホワイトボードにメモする。

④本時のまとめ・２時間のまとめを
   入力し終えた児童から、自主的に
   友達と意見交流を始める。

Ａ-1 善悪の判断、自律、自由と責任
Ａ-2 正直、誠実

オンラインホワイトボードの一部

＊ユニット学習･･･テーマに基づいた複数の価値を関連付けて、複数時間で小単元化して構成する授業方法



■学習調整をしている子供の姿 ■指導と評価の工夫

②他者参照を通して議論を活性化
＊モニターやオンラインホワイトボードで、友達の「問い」や、学習状況
を確認し、目的に応じた意見交流の相手を探すことができる。

＊お互いの「問い」に答え合うことで、学習課題について多面的・多
角的に考えることができる。

③２時間の学習のまとめをポートフォリオ化
＊学習前後の考えと、各時間の「問い」とまとめを一覧表示するポー
トフォリオを活用することで児童の変容を見取ることができる。

＊友達のポートフォリオを参照して気になった点を基に、自主的に意
見交流をすることができる。

■成果（○）と課題（▲）
○クラウド環境を整えたことで、全ての児童が自分の考えをもち、自
主的に友達と意見交流を行うことができた。

○２時間の学習の成果をポートフォリオ化したことで、自分の学びを
振り返りながらまとめを入力することができたため、考えを深めた児
童が多かった。

▲教師のつくった型に沿って学習を進めることが多かったため、児童に
委ねる場面を少しずつ増やし、子供主体の授業づくりを目指す。

【活用したアプリや機能】Google スプレッドシート、FigJam

①個々の学習状況を大型モニター上で共有
＊児童は、「一人で・友達と・先生と」から自分に合った学習形態を
選択し、課題に取り組むことができる。

＊考えがまとまった児童は、学習形態を「友達と考えを交流したい」
に変更し、意見交流の相手を容易に見付けることができる。

＊教師はモニターで状況を把握し、必要に応じた支援ができる。

子供が学び方を選択・決定する場面の設定

意見交流の場でお互いの「問い」に答え合うことで、学習
課題について多面的・多角的な視点に立ちながら、議論
を通して考えを深めることができます。

子供が自らの学習を振り返る場面の設定

二つの題材で学んだことを基に「よりよい生き方」に対する
自分の考えをまとめることで、２時間の学習を通した考え
の深まりを確認することができます。
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